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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

みなさん、もう年の瀬です。あっという間に1年がたちました。この

メルマガも27号、ぼんやりしているうちに発刊1周年を過ぎてしまい

した。いつも皆さんの励ましのおことばに感謝しております。来年もよ

ろしくお願いします。

きょうは、パソコンの話です。
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OOoOo　　　　　耳寄り情報9　　　　　OoOo
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●●●「コンピュータと人間の関係」●●●

いやあ、このごろはIT時代といって、どこに行ってもコンピュータだ

の、ネットワークだのインターネットだのと、いろいろにぎやかですね。

日本で話題の新しいプロ野球の球団に手を上げた企業も、二つともこの

IT企業でした。

　日本語教師の研修会でも、パソコンやインターネットを利用した日本

語教育に関するものも増えてきているようです。ブラジルでも授業にパ

ソコンを利用している先生も増えてきているのではないでしょうか。

　こんなことを書くと「じゃあ、わたしも、よくわからないけどやはり

パソコンを購入して、パソコン教室に通って、なんとか授業にパソコン

を使わなければ時代遅れになってしまうのでしょうか。」と、悩み始め

ている方もいらっしゃるかもしれません。そこを考えてみたいと思いま

す。

　パソコンに慣れていない人、パソコンが苦手な人は、はじめからパソ

コンを上手に使いこなすことはできません。使えなくても決して落ち込

むことはありません。パソコンは道具です。優れた道具というのは誰で

も使える、使いやすいことが条件です。多くの人が使いにくい、上手に

使えないと感じている道具は優れた道具ではありません。ですからパソ

コンはまだまだ優れた道具であるとはいえないと思います。

「透明な道具」ということばを聞いたことがあるでしょうか。その道

具の使い方を考えなくても上手に使うことができる道具、たとえば黒板、

チョーク、指示棒などは、マニュアルを見ながら使う人はいませんよね。

こういう道具のことを「透明な道具」といいます。

パソコンは、そりゃあ以前に比べればずいぶん使いやすくなったとは

思いますが、でもまだまだ「透明な道具」ではありません。ですから、

上手に使えなくてもまったく落ち込む必要はありません。

　では、まだ優れた道具にはなっていないパソコンを日本語教育に利用

するにはどうすればいいでしょうか。キーワードは「知識」、「味方」、

「そのとき学習」の3つだと私は思っています。

　パソコンを日本語学習に利用するには、まずパソコンを利用するとど

んないいことがあるのか、何が便利なのか、という「知識」が必要です。

パソコンそのものの知識ではなく、日本語教育にどのように利用するか、

という知識です。次にその「知識」を実現するためにはパソコンを使わ

なくてはいけません。それもいらいらしない程度に、スムースに使いた

いものです。そのためには優しくサポートしてくれる「味方」が必要で

す。息子さんでも、夫さんでも、仲のいい友達でも、とにかくあまり遠

慮しないで、いろいろなお願いができるパソコンに詳しい人を、一人味

方につけるこが必要です。そうすればパソコンを使いながら、困ったと

きに学習する「そのとき学習」が現実のものになります。

「そのとき学習」というのは何かが必要なとき、困ったときにその部

分について学ぶ学習方法のことです。「もしも学習」というのはもしも

こうなったらどうするか、という仮定の状況で学習する方法で、パソコ

ン教室などはこの「もしも学習」です。そのときはわかっても、現場で

は忘れてしまっていることも多いのは、みなさん経験済みかもしれませ

ん。

パソコンの学習にはこの「そのとき学習」が適しているとわたしは思

うのですが、困ったそのときに優しく教えてくれる、パソコンに詳しい

人がそばにいるのが理想です。「そのとき学習」の積み重ねで、だんだ

んパソコンが透明に近づいていきます。

　みなさんも「知識」と「味方」を得て、「そのとき学習」をしながら

日本語教育にパソコンを利用しませんか。
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いかがでしたでしょうか。次号では、パソコンを日本語教育に利用す

る「知識」の部分についてお話したいと思います。コンピュータを使う

とこんなことができる、こういうところが便利、という具体的な情報を

お知らせしたいと思います。ご期待ください。

もうすぐクリスマス。そして、新しい年がやってきます。メルマガ第

28号は、新年を迎えてからの発行になります。

それでは、2005年も皆さんにとってすばらしい年でありますように。
ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971

▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△

国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
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